
 
 

平成３１年１月２９日 

四 国 地 方 整 備 局 

 

～ 南海トラフ地震に備え、航路啓開机上訓練を実施します ～  
四国地方整備局港湾空港部は、２月４日、大規模災害時での緊急物資輸送を速やかに

行えるよう、航路啓開机上訓練を実施します。 

現在、四国地方整備局において、大規模災害時における航路啓開作業についての各関

係機関の行動の手引きとなる簡易な手順書の検討を進めております。 

今回の訓練は、事前に当局にて作成した「航路啓開に関する手順（案）」に沿って、航

路啓開の一連の流れを各関係機関が連携して行うとともに、平成 30 年 3月に四国地方整

備局と第五及び第六管区海上保安本部でそれぞれ締結した、航路啓開活動実施要領に基

づいた手続きを含めた確認を行うもので初めての試みとなります。 

 

１．日 時 

平成 31年 2 月 4日（月）13:15～15:30 

２．場 所 

サンポート高松合同庁舎 南館 1階 101 大会議室 

３．訓練参加者（予定） 

 ＜訓練実施者＞ 

 四国地方整備局港湾空港部 

小松島港湾・空港整備事務所、高松港湾・空港整備事務所 

松山港湾・空港整備事務所、高知港湾・空港整備事務所 

高松港湾空港技術調査事務所 

 第五管区海上保安本部、第六管区海上保安本部 

 (一社)日本埋立浚渫協会四国支部、四国港湾空港建設協会連合会 

 ＜その他、訓練参加者＞ 

 港湾管理者 

 (一社)日本海上起重技術協会四国支部、全国浚渫協会関西支部、 

 (一社)日本潜水協会、(一社)海洋調査協会、(一社)港湾技術コンサルタンツ協会 

４．取材要領 

・訓練は別紙①に示す範囲まで公開とします。（報道関係者以外の方は傍聴できませ

ん。） 

・傍聴を希望する報道関係者は、1 月 31 日（木）17:00 までに事前に別紙②の取材申

込書を提出して下さい。また当日は 13:00 までに会場にお越し下さい。 

・傍聴者の数によっては、お席を用意できない場合もありますので予めご了承下さい。 

 

【問い合せ先】  ◎主な問い合わせ先 

四国地方整備局 港湾空港部  港湾空港防災・危機管理課長 森  和彦 

    TEL 087－811－8333（直通）         ◎課長補佐 杉本 弘悦 

 



別紙①

■ 訓練フロー

■ タイムスケジュール（案）

出動打診

被害状況調査（1次点検）

被害情報収集（1次点検）

優先啓開港の検討

被害状況調査（2次点検）

被害情報収集（2次点検）

優先啓開港の決定

フェーズⅠ

討議

討議

フェーズⅡ

啓開作業（浮遊物・沈降物）

暫定供用開始宣言

入港禁止解除

フェーズⅠ

説明 討議Ⅰ

15分 15分

訓練Ⅰ 訓練Ⅱ
討議Ⅱ

全体反省会

フェーズⅠ フェーズⅡ

45分 30分30分

13:15 13:30 14:00 15:00 15:3014:15

【津波警報（注意報）発令中】 【津波警報（注意報）解除後】

※訓練は、□の範囲まで公開とします。



別紙②

四国地方整備局
港湾空港防災・危機管理課 宛

FAX:(087)851-8144

平成３０年度 航路啓開机上訓練 取材申込書

貴社名

連絡先 TEL: FAX:

氏名

１月３１日（木）17時までに
FAX送信をお願い致します。


